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「間近！！第29回国民文化祭」
　6月29日、第29回国民文化祭・あきた2014の
100日前カウントダウンイベントが、湯沢文化会館
で行われました
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2014.07.15 2014.07.15
23

答答答答答

振り込め詐欺振り込め詐欺

個人情報の搾取個人情報の搾取
ご注意
　くだ

さい！

※

児
童
手
当
の
所
得
制
限
以
上
の
人
や
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く

※

課
税
者
の
扶
養
親
族
や
生
活
保
護
世
帯
を
除
く

お知らせします
２つの給付金

消費税率の引き上げに伴い、所得の低い
人や子育て世帯の負担を緩和するため、
２つの給付金を支給します。

【臨時福祉給付金】
　▷申請先　福祉課地域福祉班
　▷期　間　７月１日（火）～10月１日（水）

【子育て世帯臨時特例給付金】
　▷申請先　福祉課児童福祉班
　▷期　間　６月２日（月）～９月30日（火）
　　※受け取ることができるのは、どちらか一つです。
　　　期間内に申請手続きをしてください。詳しくは、
　　　広報ゆざわ６月１日号の折り込みチラシをご覧
　　　ください。

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
に
は

臨
時
福
祉
給
付
金

▽
一
人
に
つ
き
一
万
円
（
年
金
や
児
童
扶
養
手
当
等
の
受
給
者
は
一
万
五
千
円
）

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
に
は

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

▽
子
ど
も
一
人
に
つ
き
一
万
円
を
支
給

よ
く
あ
る
質
問

よ
く
あ
る
質
問

よ
く
あ
る
質
問

　
　
　

臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
市
民
税　

　
　
　

非
課
税
の
場
合
で
も
支
給
対
象

　

に
な
ら
な
い
人
が
い
る
そ
う
で
す
が
、

　

ど
う
い
う
理
由
で
す
か
。

　
　
　

本
人
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
っ

　
　
　

て
も
、
市
民
税
課
税
の
人
の
扶

　

養
親
族
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
対

　

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世

　
　
　

帯
特
例
給
付
金
の
二
つ
の
申
請

　

書
が
届
い
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

　

両
方
申
請
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
支
給

　

さ
れ
ま
す
か
。

　
　
　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
　
　

は
、
申
請
受
付
を
六
月
二
日
か

　

ら
開
始
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
税

　

額
が
確
定
し
て
い
な
い
時
期
か
ら
送

　

付
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
臨
時
福

　

祉
給
付
金
の
申
請
案
内
を
送
付
し
て

　

い
ま
す
の
で
、
両
方
の
申
請
書
が
届

　

い
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　
　

最
終
的
に
は
、
市
民
税
の
課
税
状

　

況
に
応
じ
、
ど
ち
ら
か
一
つ
の
給
付

　

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】
窓
口

　

☎
78
２
５
１
５

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
】
窓
口

　

☎
78
０
１
６
６

問問問問問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

自宅や職場などに、市役所や厚生労働省（の職員）をかたった不審な電
話が掛かってきたり、郵便が届いたりしたら、すぐに、市役所や最寄り
の警察署、または警察相談専用電話（#9110）にご連絡ください。

　オールディーズナンバーを聞きながら、おいしい
お酒と料理で盛り上がろう！
◇と　き　８月２日（土）正午～午後 9時
◇ところ　小安峡温泉小湯ノ上駐車場
◇問い合わせ　（一社）湯沢市観光物産協会皆瀬事務
　　　　　　　所☎47-5080

◇と　き　８月◇と　き　８月2424日（日）午前９時日（日）午前９時3030分から分から
◇ところ　市街地一円◇ところ　市街地一円
◇問い合わせ　大名行列保存会藤田◇問い合わせ　大名行列保存会藤田
　　　　　　　☎　　　　　　　☎090-3098-8513090-3098-8513

湯沢の湯沢の

夏
20142014

湯沢の

夏
2014

夏まつり期間中も開催！夏まつり期間中も開催！夏まつり期間中も開催！

◇と　き　８月12日（火）午前４時～
　　　　　午後４時
　　　　　８月13日（水）午前４時～
　　　　　正午ごろ
◇ところ　雄勝中央病院跡地
◇問い合わせ　まるごと売る課観光
　　　　　　　物産班☎55-8180

～ＯＹＡＳＵ ＤＥ ＮＩＧＨＴ～

◇と　き　８月８日（金）午後７時◇と　き　８月８日（金）午後７時3030分から分から
◇ところ　役内川河川敷（国道◇ところ　役内川河川敷（国道1313号新万石橋付近）号新万石橋付近）
◇問い合わせ　湯沢市雄勝観光協会☎◇問い合わせ　湯沢市雄勝観光協会☎5222002200
※有料の桟敷席あります。※有料の桟敷席あります。
※慶祝花火※慶祝花火を募集募集します。します。
※駐車場をご利用のかたには、観光整備協力費と※駐車場をご利用のかたには、観光整備協力費と
して、車一台につきして、車一台につき500500円をいただきます。円をいただきます。

◇と　き　８月５日◇と　き　８月５日(火)～７日（木）～７日（木）
◇ところ　市街地一円◇ところ　市街地一円
◇交通規制　５日：午前◇交通規制　５日：午前1111時～午後時～午後1010時3030分
　　　　　　６日：午前　　　　　　６日：午前1010時～午後時～午後1010時3030分
　　　　　　７日：午前８時～午後　　　　　　７日：午前８時～午後1010時　時　
◇問い合わせ　（一社）湯沢市観光物産協会◇問い合わせ　（一社）湯沢市観光物産協会
　　　　　　　☎　　　　　　　☎7304150415

◇と　き　８月５日(火)～７日（木）
◇ところ　市街地一円
◇交通規制　５日：午前11時～午後10時30分
　　　　　　６日：午前10時～午後10時30分
　　　　　　７日：午前８時～午後10時　
◇問い合わせ　（一社）湯沢市観光物産協会
　　　　　　　☎73-0415

◇と　き　８月24日（日）午前９時30分から
◇ところ　市街地一円
◇問い合わせ　大名行列保存会藤田
　　　　　　　☎090-3098-8513

☆参加チームを募集しています！☆参加チームを募集しています！
◇と　き　８月◇と　き　８月2121日（木）午後７時日（木）午後７時3030分から分から
◇ところ　雄勝横堀商店街通り◇ところ　雄勝横堀商店街通り
◇問い合わせ　湯沢市雄勝観光協会☎◇問い合わせ　湯沢市雄勝観光協会☎5252-22002200

☆参加チームを募集しています！
◇と　き　８月21日（木）午後７時30分から
◇ところ　雄勝横堀商店街通り
◇問い合わせ　湯沢市雄勝観光協会☎52-2200

◇と　き　毎週水・日曜日
　　　　　午前６時～10時
◇ところ　雄勝中央病院跡地
◇問い合わせ
　ゆざわ新鮮楽市事務局
　（まるごと売る課観光
　物産班内、☎55-8180)

◇と　き　８月８日（金）午後７時30分から
◇ところ　役内川河川敷（国道13号新万石橋付近）
◇問い合わせ　湯沢市雄勝観光協会☎52-2200
※有料の桟敷席あります。
※慶祝花火を募集します。
※駐車場をご利用のかたには、環境整備協力費と
して、車一台につき500円をいただきます。



◯
と　

き　

①
作
品
展
＝
8
月
1
日
㈮
〜

　

31
日
㈰
、
②
和
み
ア
ー
ト
体
験
教
室
＝

　

8
月
8
日
㈮
午
後
1
時
30
分
〜
5
時
／

　

8
月
9
日
㈯
、
10
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

　

後
5
時

※
体
験
教
室
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
受
け

付
け
、
作
業
時
間
は
一
時
間
程
度
。

◯
と
こ
ろ　

稲
川
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◯
体
験
教
室
参
加
料　

五
百
円（
材
料
代
）

※
小
・
中
学
生
は
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲
川
カ
ル

　

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー（
☎
78
5
5
5
7
）へ

　

湯
沢
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画（
案
）に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
皆
さ
ん
か
ら
広
く

意
見
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

◯
名　

称　

湯
沢
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　

ザ
等
対
策
行
動
計
画（
案
）

◯
公
表
時
期　

8
月
1
日
㈮
〜
15
日
㈮

◯
公
表
方
法　

広
報
ゆ
ざ
わ
8
月
1
日
号

　

に
実
施
記
事
を
掲
載
、
市
ホ
ー
ペ
ー
ジ
、

　

健
康
対
策
課
、
各
総
合
支
所
に
て
閲
覧

◯
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課
予
防
衛
生

　

班
（
☎
73
2
1
2
4
）
へ　

　

八
月
七
日
㈭
に
行
わ
れ
る
湯
沢
七
夕
健

康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
、
全
国
か
ら
訪
れ
る

ラ
ン
ナ
ー
を
歓
迎
し
、市
の
特
産
品
を
販
売

す
る
コ
ー
ナ
ー
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
正

　

面
玄
関
横

◯
出
店
料　

無
料

※
出
店
に
必
要
な
、
テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ
ル

な
ど
の
資
材
は
出
店
者
側
で
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。
店
数
と
一
店
舗
当
た
り
の
面
積

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
23
日

　

㈬
ま
で
、第
32
回
湯
沢
七
夕
健
康
マ
ラ
ソン
大

　

会
実
行
委
員
会
事
務
局（
市
生
涯
学
習
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
内
☎
55
8
2
8
6
）へ

　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
、
市
主
催
に
よ

る
敬
老
会
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
っ
て
開
催
で
き
る
敬
老
会
へ
と
移
行
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
も
、
敬
老
会
事
業
費

助
成
金
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す

の
で
、
実
施
予
定
団
体
は
開
催
の
一
カ
月

前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
等
の
様
式
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉
課
高
齢
介
護

　

班
（
☎
73
2
1
2
3
）
へ

　

活
動
に
か
か
る
報
酬
は
無
償
で
、
交
通

費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
う
る
し
・
う
る
わ
し　

湯
沢
、漆
の
祭
典
】

・
と　

き　

10
月
4
日
㈯
〜
11
月
3
日
㈪

・
募
集
人
員　

30
人
程
度

【
湯
沢
に
集
う
音
楽
の
祭
典
】

・
と　

き　

11
月
1
日
㈯
、
2
日
㈰

・
募
集
人
員　

40
人
程
度

◯
内　

容　

会
場
案
内
、
受
け
付
け
な
ど

◯
対　

象　

15
歳
以
上
で
市
内
在
住
ま
た

　

は
在
勤
、
在
学
し
て
い
る
人

◯
募
集
期
間　

7
月
15
日
㈫
〜
8
月
8
日
㈮

◯
応
募
方
法　

各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

　

文
化
会
館
、
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
備

　

え
付
け
の
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
、
左
記
ま
で
郵
送
、
フ
ァ
ク

　

ス
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
登
録
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

第
29
回
国

　

民
文
化
祭
湯
沢
市
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
市
生
涯
学
習
課
内
☎
73
2
1
6
3
）へ

第
29
回
国
民
文
化
祭・あ
き
た
２
０
１
４

湯
沢
市
主
催
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

2014.07.15
5

和
み
ア
ー
ト
・

万
華
鏡
ア
ー
ト　
　

作
品
展
・
体
験
教
室

第
32
回
湯
沢
七
夕
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

地
元
特
産
品
即
売
会

出
店
者
募
集

敬
老
会
開
催
費
助
成
金
の

申
請
に
つ
い
て

湯
沢
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画（
案
）の

公
表
に
つ
い
て

仮駅舎での業務開始

◯問い合わせ　ＪＲ湯沢駅（☎73‒2044）へ　

　湯沢駅の新築工事により、仮駅舎での営業が始
まります。仮駅舎は、敷地内北側となります。
　駅を利用するかたにはご不便をお掛けしますが、
ご理解、ご協力をお願いします。

７月26日㈯午前5時から

２・３番線ホーム
横手方面

➡
新庄方面
⬅

１番線ホーム

駅前広場

現駅舎 連
絡
通
路

ト
イ
レ

仮駅舎

トイレ

◯
内　

容　

除
雪
機
械
に
よ
る
除
排
雪
と

　

そ
の
他
の
作
業

◯
募
集
人
員　

5
人

◯
雇
用
期
間　

11
月
13
日
㈭
〜
平
成
27
年

　

4
月
15
日
㈬

◯
賃　

金　

日
額
八
千
五
百
円
〜

◯
応
募
資
格　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
39
年
4

　

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
②
普
通
自

　

動
車
免
許
、
大
型
特
殊
免
許
、
車
両
系

　

建
設
機
械
運
転
技
能
資
格
が
あ
る
人

◯
応
募
方
法　

建
設
課
管
理
用
地
班
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、
右
記
資
格
証
の
写
し
お
よ
び
市

　

税
完
納
証
明
書
を
添
え
て
提
出

◯
選
考
方
法　

8
月
下
旬
に
面
接

◯
応
募
期
限　

7
月
31
日
㈭

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管

　

理
用
地
班
（
☎
73
2
1
5
5
）
へ

　

八
月
か
ら
引
き
続
き
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
人
は
、

現
況
届
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
本
人
ま
た
は
同
居
す
る
扶

養
義
務
者
の
所
得
状
況
な
ど
を
確
認
し
、

八
月
一
日
以
降
も
継
続
し
て
受
給
で
き
る

か
ど
う
か
確
認
す
る
も
の
で
、
対
象
者
に

は
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◯
提
出
期
間　

▽
児
童
扶
養
手
当
＝
8
月

　

1
日
㈮
〜
29
日
㈮
、
▽
特
別
児
童
扶
養

　

手
当
＝
8
月
11
日
㈪
〜
9
月
10
日
㈬

◯
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
児
童
福
祉
班

　
（
☎
78
0
1
6
6
）
ま
た
は
各
総
合
支

　

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
へ

　

七
月
三
十
一
日
㈭
が
納
期
限
の
市
税
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◯
国
民
健
康
保
険
税　

第
一
期

◯
固
定
資
産
税　

第
二
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

　

2
1
1
8
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

8
月
1
日
㈮
／
午
前
6
時
15

　

分
ま
で
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
横
の

　

駐
車
場
に
集
合

※
悪
天
候
の
場
合
は
湯
沢
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
2
階
ス
ポ
ー
ツ
室
で
行
い
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

今
年
度
、
県
が
実
施
す
る
「
屋
根
の
雪

下
ろ
し
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
対
象
世
帯
を

六
十
歳
ま
で
拡
大
し
、
追
加
募
集
を
行
い

ま
す
。

　

調
査
員
が
出
向
き
、
次
の
項
目
に
取
り

組
み
ま
す
。
①
安
全
な
雪
下
ろ
し
に
つ
い

て
の
家
屋
点
検
と
助
言
②
「
は
し
ご
固
定

金
具
」
の
無
償
設
置
③
雪
下
ろ
し
安
全
対

策
用
具
の
無
償
貸
し
出
し

※
こ
の
事
業
は
雪
下
ろ
し
を
請
け
負
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◯
対　

象　

六
十
歳
以
上
の
人
が
い
る
世

　

帯
◯
申
し
込
み
期
限　

8
月
15
日
㈮

※
申
込
書
は
市
本
庁
舎
、
各
総
合
支
所
窓

口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総

　

合
防
災
班（
☎
55
8
2
5
0
）、
各
総
合

　

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
ま
た
は
県
雄
勝

　

地
域
振
興
局
地
域
企
画
課
（
☎
73
8
1

 

9
1
）、
県
地
域
活
力
創
造
課
（
☎
0

 

1
8
―
8
6
0
―
1
2
3
8
）
へ

◯
勤
務
場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ

　

ン
・
グ
リ
ー
ン
ゆ
ざ
わ
（
裏
門
1
―
2

　

―
19
）

◯
主
な
業
務　

施
設
入
所
者
の
介
護
、
生

　

活
の
支
援
な
ど

◯
雇
用
期
間　

6
カ
月

※
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
の
可
能
性
あ
り
。

○
勤
務
日
・
勤
務
時
間　

施
設
シ
フ
ト
表

　

に
よ
る
（
夜
勤
は
月
3
回
程
度
）

○
報　

酬　

日
額
六
千
三
百
円

○
福
利
厚
生　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に

　

加
入

○
募
集
人
数　

2
人

○
応
募
資
格　

介
護
福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー

　

ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
（
介
護
職
員
初
任
者

　

研
修
）
修
了
者

○
応
募
方
法　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
申

　

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

○
応
募
期
限　

7
月
25
日
㈮

○
採　

用　

書
類
選
考
の
上
、面
接
を
実
施

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人

　

事
給
与
班
（
☎
55
8
2
4
5
）
へ

除
雪
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー募

集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2014.07.15
4

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
に
つ
い
て

第
32
回

市
民
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
い

平
成
26
年
度

「
屋
根
の
雪
下
ろ
し

サ
ポ
ー
ト
事
業
」追
加
募
集

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

介
護
補
助
員
の
募
集



　

湯
沢
市
緑
化
推
進
協
議
会
で
は
、
公
共

施
設
や
町
内
の
公
園
、
学
校
、
街
路
な
ど

の
環
境
緑
化
活
動
を
実
施
す
る
団
体
に
対

し
、
苗
木
購
入
費
な
ど
事
業
費
の
一
部
に

つ
い
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

※
個
人
活
動
や
私
有
地
へ
の
緑
化
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。
希
望
団
体
が
多
い
場
合

は
、
選
考
に
よ
り
決
定
と
な
り
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

8
月
15
日

　

㈮
ま
で
湯
沢
市
緑
化
推
進
協
議
会
（
市

　

農
林
課
農
地
森
林
整
備
班
内
☎
78
1
1

 

7
2
）
へ

　

広
報
ゆ
ざ
わ
七
月
一
日
号
に
記
載
し
た

内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
12
ペ
ー
ジ「
情
報
た
ま
て
箱
」秋
ノ
宮
の

　

史
跡
と
景
観
巡
り
ツ
ア
ー
申
し
込
み
・

　

問
い
合
わ
せ

　

誤　

☎
52
2
8
6
2

　

正　

☎
55
2
8
6
2

※
募
集
期
間
を
7
月
22
日
㈫
ま
で
延
長
し

ま
す
。
ツ
ア
ー
の
詳
細
は
七
月
一
日
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

緑
化
活
動
を
応
援
!

苗
木
等
の
助
成
を
行
い
ま
す

●

お
わ
び
と
訂
正
●

　求職者の事前申し込みは不要です。
○と　き　8月27日㈬午後1時30分～4時（午後1時から受け付け）
○ところ　湯沢グランドホテル2階
○内　容　企業採用担当者による個別または集団面接方式の採用選考
○対　象　・求職者
　　　　　　①ハローワーク湯沢管内およびその周辺に就業希望の人
　　　　　　②地元秋田へのＡターン就職を希望している人
　　　　　　③学校卒業予定者（大学院、大学、短大、高専、専修学校）
　　　　　・事業所
　　　　　　①県内に就業場所がある事業所
○申し込み　参加を希望する事業所は、8月20日㈬まで、「参加申込書」 と 「事業所ＰＲ」（様式は、市
　　　　　　ホームページからダウンロード可能）を、下記へ郵送またはファクスで提出してください
○問い合わせ　まるごと売る課商工労政班（☎55‒8186、FAX79‒5057）

～求職者の地元への就職、
　　　　　地元企業の人材確保を支援します～

「合同就職面接会」 開催「合同就職面接会」 開催

　原爆投下後の広島と長崎の惨状などを紹介す
る写真ポスターを展示します。
○と　き　7月25日㈮～8月5日㈫
○ところ　市本庁舎一階市民ロビー
○問い合わせ　総務課総務班（☎73‒2112）へ

　広島市と長崎市では、原爆死没者のご冥福と
世界恒久平和を願い、69年前に原爆が投下され
た時刻に1分間の黙とうを捧げることにしてい
ます。
　この趣旨をご理解の上、それぞれの家庭や職
場、地域でも黙とうをお願いします。
　　　　　　【原爆が投下された日時】
　　　　　　□広  島　8月6日午前8時15分
　　　　　　□長  崎　8月9日午前11時2分

慰霊と恒久平和を祈り

「 」

原爆犠牲者に黙とうを

～ ～

2014.07.15
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◯
応
募
期
間　

8
月
31
日
㈰
ま
で

◯
応
募
対
象　

体
験
型
観
光
施
設
で
体
験

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
人
、
温
泉
施

　

設
で
宿
泊
ま
た
は
日
帰
り
入
浴
を
し
た

　

人
、
観
光
施
設
で
入
場
料
の
支
払
い
ま

　

た
は
五
百
円
以
上
の
買
い
物
を
し
た
人

◯
応
募
方
法　

各
施
設
か
ら
1
つ
ず
つ
ス

　

タ
ン
プ
を
集
め
て
、
2
つ
以
上
集
ま
っ

　

た
ら
、
対
象
施
設
に
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ト

　

を
渡
し
て
く
だ
さ
い

◯
抽
選
商
品　

お
食
事
券
、
日
本
酒
な
ど

　

の
地
域
特
産
品
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
地
域
振
興
局
地
域

　

企
画
課
（
☎
73
8
1
9
1
）
へ

　

子
ど
も
の
入
学
や
学
習
な
ど
に
関
し
て

相
談
会
を
行
い
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
24
日
㈭
、
10
月
10
日
㈮

　

／
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
保
健
所

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

相
談
希
望

　

日
時
と
相
談
内
容
を
学
校
教
育
課
指
導

　

班
（
☎
73
2
1
6
2
）
へ

　

県
で
は
、
十
月
四
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る

国
民
文
化
祭
開
会
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
般
入
場
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は

県
国
民
文
化
祭
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◯
申
込
期
限　

8
月
18
日
㈪

◯
入
場
料　

無
料

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
国
民
文

　

化
祭
推
進
局
（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―

　

1
5
5
8
）
へ

【
経
理
・
簿
記
の
基
礎
講
習
】

・
講
習
期
間　

8
月
6
日
㈬
、
7
日
㈭

・
定　

員　

10
人

【
1
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士

実
地
試
験
準
備
講
習
】

・
講
習
期
間　

8
月
28
日
㈭
、
29
日
㈮

・
定　

員　

20
人

◯
と　

き　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

◯
と
こ
ろ　

大
曲
技
術
専
門
校

◯
受
講
資
格　

現
在
勤
め
て
い
る
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
曲
技
術

　

専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室
（
☎
0
1
8

 

7
62
6
3
2
1
）
へ

　

よ
り
良
い
河
川
公
園
等
の
整
備
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
雄
勝
川
水
系
に
お
け
る

河
川
公
園
等
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
点
検
調

査
す
る
「
川
の
通
信
簿
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

良
い
川
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
30
日
㈬
午
後
1
時
〜
5
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
市
、
横
手
市
管
内
の
河

　

川
公
園
等
3
カ
所

◯
参
加
費　

無
料

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
23
日

　

㈬
ま
で
、
湯
沢
河
川
国
道
事
務
所
調
査

　

第
一
課
（
☎
73
5
5
4
4
）
へ

◯
と　

き　

7
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

市
本
庁
舎
2
階
会
議
室

　

21
、
22

◯
内　

容　

陸
海
空
自
衛
隊
の
概
要
お
よ

　

び
募
集
案
内
の
説
明
、
現
役
隊
員
・
海

　

上
自
衛
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
よ
る
体
験
談

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所
（
☎
0
1
8
2
32
3
9
2
0
）
へ

◯
と　

き　

8
月
17
日
㈰
午
前
8
時
〜
午

　

後
1
時
／
午
前
8
時
ま
で
山
田
地
区
セ

　

ン
タ
ー
集
合

◯
コ
ー
ス　

山
田
地
区
セ
ン
タ
ー
↓
白
山

　

登
山
口
↓
白
山
神
社
↓
阿
黒
王
名
水
↓

　

阿
黒
岩
付
近
の
大
杉
↓
川
原
の
土
砂
採

　

掘
場
↓
山
田
地
区
セ
ン
タ
ー

※
移
動
は
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
が
、
白
山

登
山
口
か
ら
は
徒
歩
に
な
り
ま
す
。

◯
参
加
料　

無
料（
昼
食
は
各
自
で
持
参
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
22
日

　

㈫
か
ら
8
月
8
日
㈮
ま
で
、
山
田
地
区

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
73
3
0
0
1
）
へ

◯
と　

き　

7
月
20
日
㈰
／
午
前
9
時
40

　

分
ま
で
横
手
高
等
学
校
前
に
集
合

◯
内　

容　

自
然
観
察
会
（
横
手
盆
地
の

　

歴
史
な
ど
）／
講
師
＝
小お

田だ

嶋し
ま

伝で
ん一い
ちさ
ん

◯
参
加
費　

百
円（
昼
食
は
各
自
で
持
参
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
18
日

　

㈮
ま
で
、
あ
き
た
エ
コ
マ
イ
ス
タ
ー
県

　

南
協
議
会
事
務
局
（
☎
0
1
8
7
63
2

 

3
9
7
）
へ

第
29
回
国
民
文
化
祭・あ
き
た
２
０
１
４

開
会
式
一
般
入
場
者
募
集

自
然
観
察
会

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
無
料
）

就
学
や
教
育
に
関
す
る相

談
会

自
衛
官
等
採
用
地
域
説
明
会

山
田
の
史
跡
巡
り
ツ
ア
ー

〜「
白
山
神
社
祭
」女
神
像
参
拝
と

山
田
の
名
所
巡
り
〜

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
!
ス
タ
ン
プ

じ
ゃ
〜
ん
ぷ
!
ラ
リ
ー

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
川
の
通
信
簿
」

〜
点
検
者
募
集
〜

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

2014.07.15
6
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私
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
当
時
、

私
は
心
配
事
が
重
な
り
、
自
分
の
心
と
向
き

合
え
ず
、
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

広
報
ゆ
ざ
わ
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
記
事

が
目
に
留
ま
り
、
ど
ん
な
も
の
か
と
申
し
込

み
ま
し
た
。
何
回
か
出
席
し
、
会
員
同
士
で

会
話
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
講
義
を

受
け
て
、
言
葉
を
口
に
出
し
て
話
し
た
り
、

他
の
か
た
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
心

を
落
ち
着
か
せ
る
手
段
だ
と
感
じ
た
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
つ
な

が
る
手
の
会
」と
し
て
、傾
聴
サ
ロ
ン〝
ほ
っ

と
サ
ロ
ン
〞
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ

た
か
た
が
た
が
、
一
人
で
思
い
悩
ん
で
い
る

胸
の
内
を
誰
か
に
話
す
こ
と
で
、
少
し
で
も

明
る
く
前
向
き
な
考
え
を
持
っ
た
り
、
解
決

の
糸
口
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
を
つ
か
め
た

り
で
き
れ
ば
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
気
持
ち
で
今
後
も
寄
り
添
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
参
加

し
て
、
話
を
も
っ
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
は
各
地
区

で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、昨
年
に
引
き
続
き
、平
成
二
十
六

年
度
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
ほ
っ
と
サ
ロ
ン

で
「
こ
こ
ろ
の
声
に
耳
を
傾
け
、
気
持
ち
に

寄
り
添
う
活
動
」
を
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

の
時
間
を
、〝
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
〞
の
た

め
に
分
け
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
関
心
の

あ
る
人
は
、
左
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
時
　
間
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

○
と
こ
ろ
　
湯
沢
文
化
会
館

○
講
　
師
　
秋
田
大
学
准
教
授
、
医
師
ほ
か

○
定
　
員
　
30
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
7
月
31
日
㈭

　
ま
で
、
健
康
対
策
課（
☎
73
2
1
2
4
）へ

平
成
26
年
度
　傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
六
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
市
議
会
本
会
議

で
、
教
育
委
員
の
人
事
案
に
つ
い
て
同
意
を

得
ま
し
た
。

　
新
た
な
教
育
委
員
に
は
、
後
藤
美
喜
子
さ

ん
が
就
任
し
、
六
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ

た
市
教
育
委
員
会
で
、
委
員
長
職
務
代
行
者

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
教
育
委
員
会
の
新
体
制
は
、

下
記
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

ご
と
う
み

き

こ

教
育
委
員
が

　
決
定
し
ま
し
た

〜
こ
こ
ろ
の
声
に
耳
を
傾
け
、
気
持
ち
に
寄
り
添
う
活
動
〜

佐
　
藤
　
ヤ
エ
子
さ
ん

こ

と
う

さ

8月22日㈮

9月3日㈬

9月17日㈬

10月3日㈮

10月23日㈭

日時・場所 講　義　の　内　容回

地域における心の
　　健康づくりと自殺予防

オリエンテーション

平成25年6月25日～29年6月24日

平成26年6月25日～30年6月24日

平成24年6月25日～28年6月24日

平成23年6月25日～27年6月24日

平成25年6月25日～29年6月24日

委　　　員　　　長

委員長職務代行者

委　　　　　　員

委　　　　　　員

教　　　育　　　長

芳 　 賀 　 　 　 誠

後 　 藤 　 美 喜 子

藤 　 井 　 泰 　 樹

佐 　 藤 　 和 　 広

和 　 田 　 隆 　 彦

は が まこと

ご とう み き こ

ふじ い やす き

さ とう かず ひろ

わ だ たか ひこ

心の病気への理解と
　　　　その対応について

演習 「聴き方のコツと
　　　　　話し方のコツ」

相談活動現場の現状と
　　　　　　相談の進め方

1

2

3

4

5

職　　　名 氏　　　名 委　　員　　任　　期

【教育委員会の構成】

【
教
育
委
員
】

昭
和
27
年
10
月
19
日
生
ま
れ
、

61
歳
。
元
湯
沢
北
中
学
校
校
長
。

愛
宕
町
（
湯
沢
）

後
　
藤
　
美
喜
子こ

き

み

と
う

ご

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
川
連
町
）

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き
6月末現在

●人口
　 男
　 女

………
………
………

前月比

●世帯数…
前月比

49,274人
23,487人
25,787人

（－33人）

（－13人）

（－20人）

18,212世帯（±0世帯）

2014.07.15
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　院内地区にある日帰り温泉 「ほっと館」 は、院内湯ノ沢地区から源泉を引湯している
日帰り温泉入浴施設です。利用者へのサービス向上とさらなる利用を促進するため、早
朝からリフレッシュできるよう利用時間を変更しました。なお、利用料金を8月1日か
ら次のように改定します。

○問い合わせ　ほっと館（☎52‒2101）

410円

360円

360円

200円

2，100円

1，080円

3，500円

1，800円

500円

無　料　

500円

150円

利　　用　　料
（入湯税込み）

お部屋利用料

区　　　　　　　　分 金 　　 額

大　　人

小　　人

大　　人

小　　人

1 時 間

5時間まで

追加料金

1 時 間

回数券6枚つづり

回数券10枚つづり

小　　部　　屋

大　　広　　間

集　　会　　室

大　　　　人（中学生以上）

高　齢　者

身体障がい者

小　　　　人（小学生）

「
ほ
っ
と
館
」

「
ほ
っ
と
館
」

「
ほ
っ
と
館
」

営
業
時
間
　
午
前
5
時
〜
午
後
10
時
（
年
中
無
休
）

♨

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
!

営
業
時
間
　
午
前
5
時
〜
午
後
10
時
（
年
中
無
休
）

♨

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
!

湯
沢
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
交
流
セ
ン
タ
ー

湯
沢
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
交
流
セ
ン
タ
ー

内　藤　コ　ン
ない とう

さん （いさみが岡）

おめでとうございます　100歳長寿

▲市長が内藤さんに祝い状を渡しました。

　6月26日、100歳の誕生日を迎えた内藤さんが入所
している特別養護老人ホームいさみが岡を市長が訪問
し、祝い状とお祝い金を渡しました。当日は紅白幕で
飾られた会場で、家族の皆さんのほか、入所者と職員
で内藤さんの100歳をお祝いしました。　
　家族は 「よく食べ、よく眠ることが長寿の秘訣と話
していた。若い時はいつも仕事に一生懸命で、長生き
してくれてうれしい」 と話してくれました。

ひ けつ



2014.07.15
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2014.07.15
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　介護予防とは、元気な人が介護が必要とならないように、また、介護が必要な
人でも、できるだけ機能を維持・改善できるようにする取り組みのことです。
　今回から8回にわたって、地域で元気に活躍されている皆さんを紹介します。
元気な高齢者の生活の中に、介護予防のヒントが見えてきますよ！

　地域で友人たちと8人制バレーボールの同好会を立ち
上げて25年になりました。もともと体を動かすことが好
きだったのですが、友人たちともっと楽しいことをした
いと思い始めました。

　現在は、60～80歳代までの
18人の会員がおり、立ち上げ
当初からの会員も7人います。毎週2回、須川地区セン
ターで練習しています。
　3年前からは、選手としてではなく指導者として参加
しています。練習中も休憩時間も笑い声が絶えません。
勝ち負けにこだわらず、友人たちと心を一つにしてボー
ルに向かうのは何よりの楽しみになっています。

◆伝えたい－健康と笑顔の秘訣！
　気の合う仲間と好きなことを言い、笑い、体を動かし、
ストレスを全て吐き出すことが、健康に一番良いと思っ
ています。これからも続けていきたいと思っています。

○問い合わせ：地域包括支援センター（☎78‒2311）

　気の合う仲間と体を動かす
のがとても楽しいと、朗らか
に話をしてくれた佐藤さんを
紹介します。

第１回の達人は…

ひけつ

佐藤洋子 さん（78）

さとう ようこ

（須川地区）

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
「
自
殺
は
、

そ
の
多
く
が
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会
的

な
問
題
で
あ
る
」
と
明
言
し
て
い
る
よ
う

に
、
自
殺
は
社
会
の
努
力
で
避
け
る
こ
と

の
で
き
る
死
で
あ
る
と
い
う
の
が
世
界
の

共
通
認
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
平
成
十
九
年
に
閣
議
決
定

さ
れ
た「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」に
お
い
て
、

次
の
三
点
を
【
自
殺
対
策
の
基
本
認
識
】

と
し
て
い
ま
す
。

①
自
殺
は
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死

②
自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

③
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
悩
み
を
抱

　

え
な
が
ら
も
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る

　

自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選
択

の
結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し

て
お
り
、
そ
の
多
く
が
心
理
的
に
「
追
い

込
ま
れ
た
末
の
死
」
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

自
殺
に
至
る
前
の
う
つ
病
等
の
精
神
疾
患

に
対
す
る
適
切
な
治
療
や
、
心
理
的
な
悩

み
を
引
き
起
こ
す
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
対

し
、
適
切
な
社
会
的
介
入
に
よ
り
自
殺
は

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
、
中
高
年
男
性
は
、
こ
こ
ろ
の
問

題
を
抱
え
や
す
い
上
、
相
談
す
る
こ
と
へ

の
心
理
的
な
抵
抗
か
ら
問
題
が
深
刻
化
し

や
す
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

家
族
や
職
場
の
同
僚
な
ど
、
身
近
な
人
で

も
〝
自
殺
の
サ
イ
ン
〞
に
気
付
き
に
く
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
人
で
な
く
と

も
、
多
く
の
人
が
〝
自
殺
の
サ
イ
ン
〞
に

気
付
き
、
社
会
全
体
で
自
殺
予
防
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

人
の
「
い
の
ち
」
は
、
何
物
に
も
代
え

が
た
い
も
の
で
す
。
自
殺
は
本
人
に
と
っ

て
こ
の
上
な
い
悲
劇
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

家
族
や
周
り
の
人
に
大
き
な
悲
し
み
を
も

た
ら
し
ま
す
。
自
殺
に
対
す
る
正
し
い
知

識
が
多
く
の
「
い
の
ち
」
を
、
ま
た
残
さ

れ
た
遺
族
の
心
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
す
。

○
７
月
16
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
８
月
６
日
（
水
）
稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○　
　

11
日
（
月
）
皆
瀬
総
合
支
所

○　
　

20
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
９
月
10
日
（
水
）
雄
勝
文
化
会
館

ほっと
　サロン

話
せ
る
場
所
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

お
茶
っ
こ
飲
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

▽
次
回
は
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
こ
こ

ろ
の
病
気
「
う
つ
病
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。

題のや家も場も気げ

いのちを　いのちを　
つなぐつなぐ
　ゆざわゆざわ
　　　通信　　　通信

いのちを　いのちを　
つなぐつなぐ
　ゆざわ　ゆざわ
　　　通信　　　通信一緒に考えてほしい一緒に考えてほしい
大切な“いのち”大切な“いのち”
守るためにできること守るためにできること

～第２回　自殺対策の基本認識～～第２回　自殺対策の基本認識～～第２回　自殺対策の基本認識～～第２回　自殺対策の基本認識～

ホット
スマイル

お客さんが満足できるサービスを提供していきたい
「市内の銀行で働いている」

大川　真美さん
Mam i  O k aw a

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
窓
口
に
来
店
さ
れ
る
お
客
さ
ん
と
関
わ
る
業
務
を
主

に
担
当
し
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
大
学
生
の
頃
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
や
大
切

な
家
族
の
た
め
に
地
元
に
残
っ
て
働
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
就
職
活
動
の
際
、
特
に
地
域
経
済
の

活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
、

こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
休
日
は
友
達
や
会
社
の
同
期
と
集
ま
り
、
旅
行
に
出

か
け
る
な
ど
、
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。

A
職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
目
標
に
向
か
っ
て
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。先
輩
の
活
躍
は
、自
分
に
と
っ
て
も

良
い
刺
激
に
な
り
ま
す
。

A

Vol.66フレッシュな若者が登場するコーナーです

今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
一
人
一
人
の
お
客
さ
ん
に
合
わ
せ
て
、
質
の
高
い
情

報
を
提
供
し
、
商
品
を
案
内
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
目
標
で
す
。
そ
の
た
め
に
資
格
取
得
や
商
品
知

識
を
得
る
た
め
の
勉
強
を
頑
張
り
、
お
客
さ
ん
か
ら

選
ば
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
で
す
。

こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
幅
広
い
金
融
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
た
め
、
必
要

な
知
識
や
ス
キ
ル
を
日
々
身
に
付
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
大
変
で
す
が
、
お
客
さ
ん
の
笑

顔
を
見
る
と
自
分
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
業
務
で
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
増
え
た
時
に

も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

A

返済に困ったら、早めに相談を！

　住宅ローンや思いがけない出費、生活費に
充てるためにお金を借りたが、返済が滞って
しまった…という相談が増えています。
　初めは少額でも、借り入れを繰り返すと、
返済が高額になったり、返済が滞って延滞金
が発生したりすることがあります。

　多重債務などお金に関するトラブルで困っ
たときは、早めに消費生活センターにご相談
ください。

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　平日午前8時30分～午後5時
　湯沢市消費生活センター（湯沢市役所1階
　☎72－0874）へ

○安心な手続きのために
　パスポートは、申請日から数えて土・日曜日、祝日、
年末年始を除いて9日目以降のお渡しとなります。
　お急ぎの場合は、パスポート窓口まで問い合わせ
ください。

▷取扱時間
　月～金曜日：午前8時30分～午後5時
　　　　　　　（祝日・年末年始除く）

※申請は、渡航日程等を考慮して、余裕を持ってお
願いします。また、過去にパスポートを取得したこ
とがある人は、県庁への照会が必要な場合がありま
す。午後5時を過ぎると照会ができなくなりますの
で、早目においでください。

▷パスポート窓口
　市民課住民班（☎73‒2116）　

パスポート窓口からのパスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ　　　　　　お知らせ
パスポート窓口からのパスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ　　　　　　お知らせ
パスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ

笑顔の達人を探して

おらほの“まめでげんき人”

△
▲
▲

△
▲
▲

“注意”
　還付金詐欺、オレオレ詐欺の
　相談が急増しています！



「
ゆ
ざ
わ
の
歴
史
が
分
か
る

　
　
　
　
　
　
　

資
料
を
集
め
て
い
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
〜 

皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
貴
重
な
写
真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜

　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
、
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
「
ゆ
ざ
わ
」
の
大
地
と
、
そ
の

大
地
の
上
で
育
ま
れ
た
人
々
の
暮
ら
し
や
伝

統
、
文
化
な
ど
の
良
い
と
こ
ろ
を
再
発
見
す

る
活
動
で
す
。

　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
、

昔
の
ゆ
ざ
わ
の
様
子
が
分
か
る
資
料
を
集
め

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ゆ
ざ
わ
の
生
活
の
歴

史
が
分
か
る
写
真
の
収
集
を
始
め
ま
し
た
。

　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
、

地
質
や
歴
史
、
伝
統
文
化
な
ど
の
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ゆ
ざ
わ
の
風
景
や
生
活
の
様
子
は
、
現
在

も
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
変
わ
り

続
け
る
、
ゆ
ざ
わ
の
様
子
を
記
録
し
て
い
る

も
の
の
一
つ
に
、
写
真
が
あ
り
ま
す
。
ゆ
ざ

わ
の
歴
史
を
語
る
貴
重
な
写
真
を
お
借
り
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
年
頃
か
ら
現
在
ま
で
に
撮
影
さ

れ
た
、
ゆ
ざ
わ
の
歴
史
や
世
相
が
分
か
る
写

真
を
持
っ
て
い
る
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

写
真
は
複
写
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
返
し
し

ま
す
。
提
供
さ
れ
た
写
真
の
一
部
は
、
撮
影

時
の
状
況
を
お
伺
い
し
た
後
、
湯
沢
市
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
発
行
す
る
冊
子
の
ほ

か
、
展
示
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
も
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
景
観
写
真
に
と
ど

ま
ら
ず
、
生
活
の
移
り
変
わ
り
が
分
か
る
写

真
を
持
っ
て
い
る
か
た
の
連
絡
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
歴
史
を
語
る
写
真
の
一
例
と
し
て
、

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
に
寄
せ
ら

れ
た
写
真
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
上
と

下
の
写
真
は
、
旧
院
内
駅
を
写
し
た
も
の
で

す
。
上
の
写
真
は
い
つ
撮
ら
れ
た
写
真
な
の

か
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
勢
の
人

が
い
る
様
子
が
分
か
り
ま
す
。
下
の
写
真
に

も
、
大
勢
の
人
が
写
っ
て
い
ま
す
。
写
真
を

撮
っ
た
状
況
が
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
人
々
の

服
装
か
ら
、
夏
に
撮
ら
れ
た
写
真
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
人
が
集

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」出
前
講
座

  

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ｉ
　

出
前
講
座
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
担
当　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進 

　

協
議
会
事
務
局
（
ま
る
ご
と
売
る

　

課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
☎
55
８
１

　

９
５
／
直
通
）

な
ぜ
、
古
い
写
真
を

　
　
　
　
　
　
　

集
め
る
の
？

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
盆
な
ど
の

帰
省
の
時
期
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

普
段
か
ら
こ
れ
だ
け
大
勢
の
人
が
利
用
し
て

い
た
時
代
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

数
多
く
の
写
真
を
集
め
て
比
較
す
る
と
、

忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
、
ゆ
ざ
わ
の
歴
史
が

は
っ
き
り
と
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
貴
重
な
写
真

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▲小安トロッコ鉄道

▲旧院内駅

▲旧院内駅

み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

男女共同参画・少子化対策
通信

2014.07.15
12

2014.07.15
13

結婚を
希望する
人を応援
します！

　国立社会保障・人口問題研究所によると、2010年の本市の若年女性、
20歳から39歳までの人口は4,051人ですが、40年には1,864人と54パーセ
ント減少すると推計しています。本市では、年々人口が減少し、とりわ
け高校を卒業した若者の県外流出に歯止めが掛かっていません。人口を
維持するためには、若者が定住し、安心して結婚し、出産できるような
雇用環境の整備が必要であるとともに、結婚に結びつくような出会いの
場も求められています。
　市では、『結婚を希望する人』をサポートできるような独自の事業を
実施しています。

●と　き　8月6日（水）午後7時～9時（受け付けは午後6時30分から）
●ところ　湯沢ロイヤルホテル
●参加料　男性＝5,000円　女性＝3,000円
　　　　　※浴衣で来場の人全員に500円をキャッシュバックします。
●対　象　20歳以上の独身男女
●定　員　80人
●申し込み方法　7月23日（水）午後5時まで、次のとおり、下記にメールにて申し込みください
　　　　　　　　件名＝七夕、本文＝①氏名・年齢・性別、②住所・連絡先（携帯電話）
●問い合わせ　Yuzawa出会い隊事務局（市企画課内☎0183‒55‒8274、　y-ydt@city-yuzawa.jp）、
　　　　　　　　またはJAこまち営農企画課・青年部事務局（☎0183‒78‒2234）へ
※詳しくは、市のホームページ（http://www.city-yuzawa.jp）をご覧ください。

○
９
月
27
日
㈯
午
後
7
時

　

「
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
交
流
イ
ベ
ン
ト
」

○
10
月
17
日
㈮
午
後
1
時
30
分

　

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
講
演
会
」

○
11
月
29
日
㈯
午
後
7
時

　

「
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
交
流
イ
ベ
ン
ト
」

●
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
ご
案
内
し
ま
す

※

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.sukoyaka-akita.com

）「
出

会
い
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報
」
に
も
掲
載
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の

　
　
　

イ
ベ
ン
ト

利
用
し
て

　
　
　

み
ま
せ
ん
か

【
真
剣
に
結
婚
を
考
え
て
い
る
人
「
あ
き
た

　

結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
】

　

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
個
別
の

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
五
月
末

現
在
の
登
録
者
数
は
千
九
百
七
十
二
人
（
男
性
千

二
百
四
十
四
人
、
女
性
七
百
二
十
八
人
）
で
、
こ

れ
ま
で
の
成
婚
報
告
者
数
は
四
百
三
十
五
人
に
達

し
ま
し
た
。
会
員
登
録
（
登
録
料
一
万
円
・
三
年

間
有
効
）
を
し
て
い
た
だ
き
、
お
相
手
を
探
し
ま

す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
登
録
か
ら
お
付
き
合

い
ま
で
親
切
に
助
言
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

〇
申
し
込
み
・
登
録
の
相
談　

　

☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
０
４
１
３
へ

独自事業を実施！！

写
真
の
収
集
に
つ
い
て

それなば
参加しないと！
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▲山菜販売や餅つきが行われていました

春の栗駒へようこそ!
栗駒山麓エリア春の誘客イベント

　6月14・15日に小安峡温
泉あぐり館前で、栗駒山麓
エリア春の誘客イベントが
行われました。各種山菜や
山菜鍋の販売、餅や甘酒が
振る舞われていました。ま
た、湯沢南家佐竹太鼓の演
奏も行われ、訪れた観光客
を楽しませていました。
　訪れた人は「山菜鍋と甘
酒はおいしかった。来年も
寄りたい」と話していまし
た。

▲真っ赤に実ったサクランボの下を見回るフルーツパトロール隊

「赤い宝石」官民連携で守る
フルーツパトロール出発式

▲大人が掘ったくぼみに苗を丁寧に植える子どもたち

秋を楽しみに、心を込めて苗を植える
高松コスモスライン「コスモス苗植え」

　6月19日、高松地区内を
通る県道51号、通称コスモ
スラインでコスモスの苗植
えが行われました。
　この日は、須川小学校
5・6年生、高松地区老人
クラブ会員のほか、東北電
力横手営業所と関連会社社
員など約70人が参加。戸平
橋から明戸橋までの約800
メートルにコスモスの苗2
千株ほどを植えました。

▲小町堂には多くの観客が訪れました

本祭

▲小野小町と深草少将

宵祭

▲玉串の奉納へ向かう新旧小町娘

小町改めの儀

小町まつり

　6月27日、フルーツパト
ロールの出発式が三関地区
センターで行われ、湯沢市
防犯指導隊や湯沢市防犯協
会、湯沢警察署から約30人
が参加。市防犯指導隊佐貫
鐵夫隊長が「サクランボを
盗難被害から守るため、パ
トロールに出発します」と
出発申告を行いました。
　式終了後、参加者は指導
車やパトカーに分乗し、パ
トロールを行いました。

さ ぬき

てつ お

品質日本一のサクランボ、出発!
三関さくらんぼ首都圏向け出発式

2014.07.15
14

　6月20日、品質日本一の三関サクランボ首都圏向け出発式が、
ＪＡこまち湯沢フルーツセンターで行われました。
　式では奥山恭悦ＪＡこまち桜桃部会長が「これから味が乗っ
てくる桜桃を全国の皆さんに食べてほしい。7月中旬まで、体
に気を付けて、一緒にがんばろう」とあいさつしました。
　この後、三関小学校3・4年生が制作した「三関さくらんぼ
音頭」の披露や、ミス・フレッシュ秋田の二人から、トラック
ドライバーに花束贈呈が行われました。
　

▶
自
慢
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
。
出
発
を
み
ん
な
で
見
送
る

「早く、大きくなってね!」
自然観察会

　6月5日、杉沢新所ふれあいの森ひろばで、自然観察会が行
われました。当日は、湯沢東小学校4年生81人が参加し、植樹
体験が行われました。始めに、植樹の方法について説明があり、
クラスごとに3班に分かれて、ナナカマド3本、ヤマモミジ3
本、サクラ4本が植えられました。参加した児童たちは、「初
めての植樹体験だったが、楽しかった。来年もやりたい。植樹
した木を、親と一緒に見に来たい」と話していました。

▶
児
童
た
ち
は
慎
重
に
植
樹
を
し
て
い
ま
し
た

こだわりのお酒を堪能
ＪＯＺＯまにあくす

◀
お
酒
の
飲
み
比
べ
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ

優雅な音色にうっとり
午後のバロック

◀
息
の
合
っ
た
演
奏
を
披
露
す
る
演
奏
者
た
ち

　6月14・15日の2日間、こだわりのお酒を味わい楽しむ
「ＪＯＺＯまにあくす」が湯沢商工会議所会館で開催されました。
　当日は日本酒を使ったオリジナルカクテルや地ビール、酒かす
を使った料理などが提供されました。秋田市から来た篠木彰文
さんは「たくさんの種類のお酒があって驚いた。日本酒が好き
になった。来年も開催してほしい」と話していました。

しの き あきふみ

　6月1日、古楽アンサンブル「午後のバロック」が雄勝文化
会館で開かれ、3人の洗練された演奏に会場の観客は聴きほれ
ていました。
　出演者の斎藤夕輝さんは湯沢市出身のリコーダー奏者。夕輝
さんは「地元で演奏会を開催することができてうれしい。演奏
後、たくさんのかたから声援をもらい、励みになった」と生き
生きとした笑顔で話していました。

さいとうゆう き

おくやまきょうえつ
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6月30日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

6.15

6.16

6.17

6.18

6.19

6.19

6.22

6.23

6.23

6.24

6.25

6.28

6.28

91

94

73

78

49

73

77

82

90

82

78

81

84

2014.07.15

水　上　上

平清水新町第２

中 野 町 １

森　　　下

中　の　沢

金　池　町

千 石 町 南

大　　　島

間　木　沢

森　　　上

清水町第４の３

金　池　町

桜　通　り

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

上　　　野

両　　　替

大　　　倉

野　村　３

西　川　連

鍛治屋布２

菻　　　田

83

89

83

91

81

93

86

6.19

6.22

6.22

6.25

6.25

6.26

6.29

紀　子

秀　雄

俊　英

秋　雄

敦　子

ミサ子

満

羽　　　場

羽　　　場

シャイントピアみなせ

板　　　戸

25

4

91

95

5.23

5.23

6.21

6.25

喜　一

本　人

龍太郎

源　之

信　夫

功

章　子

順　和

本　人

本　人

道　雄

学

ト　ミ

秀　明

秀　明

本　人

忠　一

高 橋 亜有美さん
高 橋　　 翔さん
佐 藤　ナ ツさん
黒 澤 忠次郎さん

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

上　旭　町

赤　　　塚

役　　　内

宮　　　内

泉　　　沢

小　　　沢

上　寺　沢

87

84

62

78

91

84

73

6.14

6.16

6.17

6.18

6.22

6.23

6.26

アサヱ

本　人

誠　市

広　治

恭　司

俊　次

雄　吉

関 　　宇 内さん
阿 部　イ ヨさん
髙 橋　久 昌さん
大 関　ミ ヨさん
近 野　恒 治さん
阿 部　タ ツさん
加 藤　ナ ミさん

糸 井　チ ヤさん
石 川　チ ヱさん
大 山 德次郎さん
渡 部　稲 三さん
近 藤 聖華子さん
池 部　テ イさん
伊 藤　幸 子さん
伊 藤　順 吉さん
髙 橋 與七郎さん
藤 田 徳之助さん
村 田　タ ミさん
高 橋　　 進さん
柴 田　三 郎さん

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

　　　れん

しゅうや

えれん

なのは

れいじ

りるあ　

さつき

伊 藤　　 蓮くん

阿 部　修 也くん

加 納　慧 礼ちゃん

高 橋　七 羽ちゃん

新 垣　怜 士くん

織 田 莉月彩ちゃん

芳 賀　彩 月ちゃん

6. 7

6.14

6.18

6.19

6.21

6.22

6.24

清水町第１

外前森第２

横　　　山

愛宕町第５

愛宕町第３

松ノ木下丁

上　　　町

雅明さん・美咲さん

修平さん・理恵さん

王　さん・文佳さん

正高さん・真紀子さん

寿さん・佳織さん

晋也さん・衣津香さん

崇さん・佳子さん

藤 村　定 助さん
髙 橋 キヨ子さん
　　　れい子さん
佐々木 貞 司さん
篠 田　豊 亮さん
五十嵐 三 郎さん
加 藤　カ クさん

6月30日届け出分まで

2014.07.15
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▲6月20日、三関「首都圏行き桜桃出発式」にて品質日本一の
　サクランボをＰＲ

187,500

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

６月分

合　　　計 32

10 122,092接　遇　費

0 0餞　　　別

00慶　弔　費

贈答用特産品

シャイントピアみなせサテライト型特別養
護老人ホーム竣工記念祝賀会御祝金ほか

山田三郎さん交通栄誉章緑十字銀章受章
祝賀会費ほか

第35回湯沢市釣連合会大会協賛金ほか

17 40,908贈 答 品 代

3 14,500行事出席等の会費

2 10,000協　賛　費

市長日誌（６月）

交際費報告

　

今
か
ら
約
三
百
五
十
年
前
、
熊
渕
村
（
現
在
の
横
手
市
増
田
町
熊
渕
）
の
黒
坂

兵
右
衛
門
は
村
人
の
た
め
、
水
路
開
削
と
開
墾
の
難
工
事
を
自
ら
の
磔
の
柱
を
建

て
決
意
を
示
し
、
八
年
の
歳
月
を
掛
け
て
達
成
し
、
今
で
は
二
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
も
お
よ
ぶ
か
ん
が
い
面
積
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
恩
恵
を
受
け
た
農
民
た

ち
が
「
大
徳
院
福
水
良
田
大
居
士
」
を
贈
り
、
黒
坂
兵
右
衛
門
顕
彰
会
を
創
設
し
、

毎
年
六
月
に
慰
霊
祭
を
行
っ
て
遺
徳
を
語
り
合
い
、
後
世
に
伝
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
約
百
八
十
年
前
、
雄
勝
の
小
野
の
肝
い
り
で
、
石
川
理
紀
之
助
翁
が
師

事
し
た
聖
農
高
橋
正
作
翁
の
百
二
十
回
忌
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
田
で
人
口
四
十

万
人
の
う
ち
、
十
万
人
が
餓
死
し
た
と
い
う
未
曽
有
の
天
保
の
大
飢
饉
の
時
、
三

十
歳
の
高
橋
正
作
は
、
全
私
財
を
な
げ
う
っ
て
食
糧
を
求
め
、
村
か
ら
一
人
も
餓

死
者
を
出
さ
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
の
重
要
な
財
源
で
あ
っ
た
院

内
銀
山
が
燃
料
不
足
の
折
に
は
、
村
人
に
炭
焼
き
を
勧
め
て
銀
山
を
復
活
さ
せ
た

と
い
い
ま
す
。
高
橋
正
作
研
究
家
、
簗
瀬
均
先
生
の
「
村
守
る
命
か
け
て
も
」
の

講
話
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

我
が
ふ
る
さ
と
に
も
素
晴
ら
し
い
先
人
た
ち
が
お
り
、
命
懸
け
の
努
力
で
数
々

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
先
人
た
ち
の
顕
彰
は
、
私
た
ち
に
勇
気
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
大
切
に
伝
承
し
、
学
び
た
い
も
の
で
す
。

　

約
三
十
年
後
に
は
、
日
本
の
人
口
は
一
億
人
を
割
る
、
秋
田
県
の
人
口
は
七
十

万
人
を
割
る
、
湯
沢
市
の
人
口
は
三
万
人
を
割
る
、
と
人
口
問
題
研
究
所
や
日
本

創
成
会
議
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
現
状
の
推
移
か
ら
し
て
、
厳
し
い
現
実
で

す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
悲
観
し
あ
き
ら
め
て
、
た
だ
漫
然
と
人
口
減

少
を
待
つ
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

　

人
間
は
皆
死
ぬ
こ
と
、
盛
者
必
滅
、
毎
日
毎
日
死
に
向
か
っ
て
い
る
の
は
事
実

で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
日
々
、
今
、
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
生
き
る
価
値
も
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
死
ぬ
か
ら
と
、
何
も
努
力
せ
ず
、
生
き
る
こ
と
を
諦
め
る
わ
け
に

は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
の
知
恵
、
発
想
、
創
意
工
夫
、
努
力
で
、
こ
れ
ま
で

も
い
ろ
い
ろ
な
難
問
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
諦
め
な
い
こ
と
、
日
本
人
の
力
、

宇
宙
は
無
限
、
生
命
も
無
限
、
自
分
で
限
界
を
決
め
ず
、
自
分
自
身
を
信
じ
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

わ
が
湯
沢
市
も
、
産
業
力
が
弱
く
、
市
民
所
得
が
低
く
、
豪
雪
地
で
、
超
少
子

高
齢
化
等
々
、
厳
し
い
現
実
は
あ
り
ま
す
が
、
諦
め
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

湯
沢
市
は
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
地
域
、
家
族
、
自
分
を
守
る
自
助
努
力

も
必
要
で
す
。
甘
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
一
人
一
人
の
底
力
が
問
わ
れ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

明
日
を
信
じ
て
、
前
向
き
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

虎毛山山開き神事、みちのく大衆芸能まつり、小町改め
の儀
第23回ジャパン〈漆〉サミット実行委員会設立総会、全員
協議会
全国市長会分科会（東京都）、市長フォーラム2014（東京都）、
平成26年度社会資本整備を考える首長の会総会（東京都）
第84回全国市長会議通常総会（東京都）
平成園運動会、第7回かたくりと歌おう歌声コンサート
小町まつり本祭

6月定例議会
高規格道路関係要望活動（東京都）
6月定例議会、山田三郎さん交通栄誉章緑十字銀章受章
祝賀会
第14回湯沢雄勝農業者大会
6月定例議会
6月定例議会
第64回「社会を明るくする運動」湯沢市推進委員会
第12回県南ふれあいスポーツ大会開会式、第8回了翁會、
秋田県湯沢雄勝広域観光キャンペーン（仙台市）
首都圏行き桜桃出発式

6月定例議会
多機能型事業所かざぐるま竣工式
秋田県市町村職員年金者連盟湯沢雄勝支部定期総会・基
調講話、湯沢市民生委員・児童委員大会

黒坂兵右衛門慰霊祭（横手市）

三関産地直売所開所式、教育委員辞令交付式
100歳長寿祝い、第30回県南ブロック消費者の会交流会、
湯沢市認定農業者協議会総会・意見交換会

定例記者会見、シャイントピアみなせサテライト型特別
養護老人ホーム「ふれあいの里」竣工式典・記念祝賀会、
湯沢雄勝広域市町村圏組合管理者会

100歳長寿祝い、雄物川上流四堰改修促進協議会通常総会

1日（日）

2日（月）

3日（火）

4日（水）
7日（土）
8日（日）

11日（水）
12日（木）
13日（金）

14日（土）
16日（月）
17日（火）
18日（水）
19日（木）

20日（金）

27日（金）
28日（土）
30日（月）

21日（土）

25日（水）
26日（木）

23日（月）

10日（火）

く
ま
の
ふ
ち

く
ろ

は
り
つ
け

も
ん

え

う

ひ
ょ
う

た
か
は
し
し
ょ
う
さ
く

い
し

ひ
と
し

せ

や
な

か
わ

り

き

の

す
け

さ
か
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